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1.高度脳圧元進を伴った乳頭炎の 191J
金井塚道節(教室〉
患者は 37才の男性で家族歴， 既往病歴に特記す
るものなく，約 2月前，頭痛，幅吐を生じた。内科
にて諸検査を受けたが特κ異常を認められず， 1カ
月前，副鼻腔炎があるため耳鼻科にて手術が行われ
た。その頃から両眼視力障害が現れ， 2週間ヤらい
で人の顔も分らぬ程Kなり，当科に紹介されて入院
した。入院時，痴呆，職業譜妄が非常に強く，高度
の乳頭炎が両眼 l乙認められた。腰椎穿刺を行った結
果，液圧が 600以上にも達していた。穿刺後痴呆，
議妄は軽快を見た。眼所見のうち乳頭炎の他 i乙上方
瞥見不全が認められた。脳圧上昇，上方瞥見不全，
乳頭炎から松果腺腫蕩が疑われたものである。尚患
者は経過観察中であり，眼球運動，職業譜妄の映画
の供覧を行った。 
2.アディー氏症候群にヒステリーの合併したと
思われる 1例
海老原雄一(教室) 
39才，農家の主婦で両眼視力が急 l乙Oになり入院
した例で，絶対瞳孔強直，膝蓋膿反射消失，角膜痛
覚鈍麻，絞拒反射消失，視野異常等があった。入院
後先づ右眼が，次で 2日後左眼視力が出て来た。相
変らず瞳孔は絶対強直を示したが，血液，髄液ワ氏
反応陰性，全身の器質的病変はなかった。
アディー氏症候群に於て，瞳孔緊張と強直が交互
に出現することがあるため，屡々測定した所，入院
後約 1カ月で暗室 1時間放置後，頼醸反応が約 30
秒にして出現，同じ時間で光束投射により，虹彩の
嬬動運動が認められた。尚当初より， ホマトロピ
ン，コカイン， ピロカ Jレピン等薬物には良く反応し
た。 
3.人眼 ERGに於ける陰性波の分峰傾向につい
て
窪田靖夫(教室)  
0.25 Joules乃至 64.0Joulesの白色光刺激に依
る人眼 ERG ~L就て検討した。其の結果葡萄膜炎，
場所於附属病院第  1講堂
網膜炎等に於て陽性律動様小波の減弱叉は消失する
症例に於ては a波(陰性波)の分峰傾向も減弱乃至
消失する事を認めた。
叉人眼 ERGK於て白色光刺激托依り時に陰性波
が 3峰に分峰する事あるを認めたが，この点lζ就て
は更に検討して結論を出す予定である。尚詳細は近
く原著にて発表の予定。 
4.偏頭痛を伴う内輝暗点の治験例に就て
水野有文(東京)
本症の治療には種々の血管拡張剤が用いられてい
る。演者は心臓ホルモン剤であるカ Jレジノンを使用
する事により，僅か 4例ではあるが，いづれも極め
て良好なる結果を得ることが出来た。 
5.・熊蜂に刺されて失明せし 1例
鈴木敏(佐倉)
蜂lと刺された報告例は現在迄に約 50例 K近い。
その中熊蜂lと角膜を深く刺された場合は殆んど失明
している。蜂l乙刺された際の呼称は種々云われてい
るが蜂毒眼炎に統ーしたらよいと考える。自験例。 
39才の農婦。昭和 35年 8月 30日午前 10時草刈中，
草の中から右眼をめがけて飛来，黒自に突き刺さり
虫体がぶら下ったのを手でもぎ取った。午後 3時来
診激痛と霧視を訴える。右眼験軽く発赤腫脹，球結
膜毛様充血，球結膜浮腫著しく角膜全体薄く潤濁，
角膜中央部径約 5ミリ丸い範囲に縦横斜に敏寄る如
く8時の辺輪部より 2ミリ中寄りに茶褐色の剣が深
く斜横にささっている。之を躍毛鏡子で抜くに相当
の抵抗を感ず。鏡検すれば逆に歯のついた鋸歯状の
針であった。長さ 3.5ミリ。前房は薄く溜淘し虹彩
は全体腫脹潤渇紋理不鮮明，充血所々に小出血点あ
り対光反応鈍。視力指数。翌日水晶体前面に沈着物
生ず。翌日前房穿刺洗嫌。その 5日後角膜表皮剥離。
更K20日後 80mmHg。そのため減圧手術。更に 20
日後白内障手術。更に 1週後角膜表皮lζ大水泡を生
じその治した後，角膜後層lζ強いj園濁を漸次増加し
て失明した。今迄抜いた剣に就いては記載がなかっ
たのでそれを供覧した。
